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日日時　対対象　定定員　￥参加費　申申し込み

水の駅「ビュー福島潟」
北区前新田　☎025-387-1491
開館時間９:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●米
よね

美
み

知
ち

子
こ

新春写真展「日本の美彩2020」
日２/９（日）まで　￥入館料（一般400円、小・中学・
高校生200円、就学前児無料）
●自然ウオーク
日２/８（土）13:30～15:30　定先着20人　￥無料
●日本写真家連盟展「四季の彩り」
日２/15（土）～３/15（日）　￥入館料
●バードウオッチング
日２/22（土）10:00～12:00　定先着20人　￥無料

史跡古津八幡山　弥生の丘展示館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-21-4133
開館時間10:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「弥生時代後期の北越と北陸・長野との交流」
日３/29（日）まで　￥無料　
●ミニチュア土器作り　
日３/15（日）10:00～16:00
定14人　対小学３年生以上
￥100円
申３/４水曜（必着）までに往復
はがきに参加者全員の氏名、代表者の郵便番号・
住所・電話番号を記載し、〒950-1122、西区木場
2748-１、文化財センターへ　※３/９までに抽選結
果を発送

歴史博物館みなとぴあ
中央区柳島町2-10　☎025-225-6111
開館時間９:30～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

※２/４（火）～９（日）は施設整備のため休館（レスト
ランは営業）
●収蔵品展「歴史で見る新潟市とス
ポーツ」
今年度の新収蔵品展を同時開催
日２/15（土）～３/22（日）９:30～
17:00　￥無料
●講座「新発田藩領の大庄屋制～地
域運営を中心に」
日２/23（祝）13:30～15:00　￥100円
●館長講座「幕末蒲原地域の無宿・博徒と民衆世界」
日３/１～22（日曜全４回）13:30～15:00　定80人　
￥1,000円　申２/21（金）までにメール（museum@
nchm.jp）で「館長講座」、参加者の氏名・住所・
電話番号を同館へ　※２/24に抽選結果を発送

會津八一記念館
新潟日報メディアシップ５階　☎025-282-7612
開館時間10:00～18:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「會津八一と酒～一杯一杯復
また

一杯」
日３/29（日）まで　￥一般500円、大学生300円、
高校生200円、小・中学生100円　
※土・日曜、祝日は小・中学生無料

文化財センター
西区木場　☎025-378-0480　開館時間９:00～17:00
※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「成熟した狩猟・採集社会」
日３/15（日）まで　￥無料　
※３/１（日）10:00、13:30に展示解説を実施

視覚に障がいがある人を対象に、「市報にいがた」の点字版・ＣＤ版・デイジー版を発行しています。　申込先県視覚障害者福祉協会(☎025-381-8258)　問広報課(☎025-226-2089)

30 ■問 歴史文化課 
☎025-226-2584

新潟市美術館　
中央区西大畑町　☎025-223-1622　開館時間９:30～17:00
※２/７（金）まで、２/10・17、３/２（月）休館

●収蔵品による企画展「草間彌
やよ い

生＋
アメリカに渡ったアーティストたち」
日２/８（土）～４/12（日）
￥一般500円、高校・大学生400円
※中学生以下、障がい者手帳を持
つ人と一部の介助者は無料。３/１
（日）14:00に展示解説を実施
●コレクション展Ⅲ「かわいい！かわ
いい？」
日４/19（日）まで　￥一般200円、高校・大学生150円、
小・中学生100円　※企画展観覧券で観覧可。２/16
（日）11:00、22（土）14:00に展示解説を実施
●講座「草間彌生とニューヨーク」
日２/15（土）14:00～15:30　定先着100人　￥無料
●ワークショップ「かわいい？！いきもの大集合」
日３/15（日）10:00～15:00　対小学生以上（小学
１～３年生は保護者同伴）　定20人　￥500円　
※当日のコレクション展観覧券が別途必要　申２/25
（火）18:00までに同館ホームページから申し込み

新津美術館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-25-1300　開館時間10:00～17:00
※あす３日、２/17（月）・25（火）、３/２（月）休館
●企画展「西蒲区の隠れた名品展」
日３/22（日）まで　
￥一般500円、高校・大学生300円　※中学生以下、
障がい者手帳を持つ人と一部の介助者は無料
●コレクション展Ⅲ「北国の人　小

こ

島
じま

丹
たん

漾
よう

」
日３/22（日）まで　￥無料

防ごう 高齢者虐待
　高齢者虐待は、介護者の心身の疲れ
や高齢者と介護者の関係悪化、相談す
る相手がいないなど、さまざまな要因
で起こります。
日頃から声を掛けるなど、高齢者や

その家族を地域から孤立させないよう
にしましょう。
また、「虐待かな？」と思ったときや

「自分や家族が虐待をしているのでは」と思ったときは、すぐに相談し
ましょう。早めの対応が深刻化を防ぎます。

15
■問 高齢者支援課
　（☎025-226-1290）

地域包括支援センター赤塚
五十嵐さん（左）、大

おお

平
だいら

さん（右）

相談には市役所や専門職とチームを
組んで対応し、適切な福祉サービスに
つなぐなど、高齢者本人と介護者の両方
の支えになるようサポートします。セ
ンターでは権利擁護の相談も行っていま
す。高齢者本人が元気なうちに、今後に
ついて決めておくことも大切です。

センター職員に聞きました

地域包括支援センター、区役所健康福祉課、
地域保健福祉センター
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高齢者虐待の主なもの
身体的虐待　殴る、蹴る、ベッ
ドに縛りつける
介護放棄　食事をさせない、必
要な介護や医療を受けさせない
心理的虐待　怒鳴る、人前で恥
をかかせる、無視をする
性的虐待　性的な嫌がらせをす
る、人前でおむつ交換をする
経済的虐待　年金や貯金を無断
で使う、お金を使わせない

海は荒海　冬の新潟
　昭和４（1929）年、現在の３代目萬代橋の完成記念に北原白秋（童謡
「砂山」でおなじみの詩人・歌人）が作詞した「新潟小唄」には、次のよう
な歌詞があります。

　　　けら氷が　流れて光る　　今朝も萬代橋の出はづれを

　　寒
さ

むや川風　萬代橋長い　お高
こ

祖
そ

頭巾が　また通る

　萬代橋の下の信濃川の端を大きな氷の塊が朝日の光を浴びて流れてい
ます。冷たい川風を受けながら人々が目だけ出した頭巾姿で長い橋を
渡っていた、当時の新潟の冬の様子が分かります。
　新潟地方気象台の観測記録によれば、戦前で一番寒かったのは昭和17
（1942）年２月12日のマイナス13度でした。開港後の明治３（1870）年
の冬、新潟港に入港しようとしたオランダの蒸気船バハマ号は、悪天候
と雪のため荷物の上げ下ろしがで
きず佐渡へ回航しました。当時の
新潟オランダ副領事メースは「市内
は２ｍほどの積雪があり、川は凍
結している。運河（堀）は凍って船
が使えない」ので作業費用がかさむ
と嘆いています。
　今回は季節柄、信濃川も凍った
寒い新潟の話でした。

氷結した信濃川にとどまる蒸気船安進丸
（昭和11年ごろ）

高齢者虐待
相談窓口

草間彌生《自画像》
1995年、エッチング、
新潟市美術館蔵

2002年FIFA
ワールドカップ
（TM）試合球


